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「システム性事故について」 
日乗連の主張掲載される！ 

 

( 朝日新聞 2006年 4月 26日付朝刊 私の視点) 
      

 

 日乗連は、従来から「事故調査は再発防止を目的とすべきで、  

個人責任追及は事故調査の障害となる」と主張してきました。  

日航 907便ニアミス判決を契機に我々の主張を社会に広める取り

組みを行いましたが、4 月 26 日付、朝日新聞に日乗連 AA（事故解

析）委員長の投稿が掲載されました。その主旨は以下の通りです。 
 
 
「航空機事故など巨大システム事故調査のあり方として最も重要

な事は、背景や要因を調査してシステムの不備を洗い出し、適切に

改善する事であり、そのためには事故関係者から可能な限り、詳し

い情報が提供されなくてはならない。事故当事者が法的責任を厳し

く追及されれば、有効な証言は得られにくくなる。その結果、シス

テムの不備に対する根本的な改善も難しくなる。個人責任の追及に

終始する事は、再発防止につながらず、社会の利益にもならない」 
 
                        （裏面参照） 
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